
富
士
川
中
学
校

富
士
川
中
学
校

令
和
７
年
４
月

増
穂
中
学
校
と
鰍
沢
中
学
校
を
統
合
し
、
富
士
川
中
学
校
を
開
校
し
ま
し
た
。

富
士
川
中
学
校
は
、
増
穂
中
学
校
と
鰍
沢
中
学
校
の
そ
れ
ぞ
れ
の
長
い
歴
史
と
伝
統

を
引
き
継
い
だ
、
新
し
い
中
学
校
と
し
て
、
新
た
な
歴
史
を
刻
ん
で
い
き
ま
す
。

富
士
川
中
学
校

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

５
月
21
日（
水
）

　

富
士
川
中
学
校　

開
校
記
念
式
典

令
和
７
年
５
月
～
10
月

　

富
士
川
中
学
校
進
入
路
整
備
工
事

10
月
～
令
和
９
年
３
月

　

富
士
川
中
学
校
校
舎
建
築
工
事

令
和
９
年
４
月
～
６
月

　

第
１
期　

外
構
工
事

令
和
９
年
７
月
～
８
月

　

新
校
舎
へ
の
引
っ
越
し

令
和
10
年
４
月
～
令
和
11
月
３
月

　

富
士
川
中
学
校
旧
校
舎
解
体
工
事

令
和
11
年
４
月

　

第
２
期　

外
構
工
事

開開  
校校

開
校
ま
で
の
経
緯

　

平
成
30
年
9
月
25
日
、
町

の『
総
合
教
育
会
議
』に
お
い
て

「
今
後
の
富
士
川
町
教
育
の
あ

り
方
」
と
題
し
て
、
町
内
の
教

育
現
場
の
現
状
と
今
後
の
あ

り
方
に
つ
い
て
議
論
さ
れ
ま
し

た
。

　
こ
れ
を
受
け
、『
富
士
川
町
小

中
学
校
あ
り
方
検
討
会
』、『
富

士
川
町
小
中
学
校
の
あ
り
方
懇

話
会
』
を
開
催
し
、
令
和
2
年

1
月
に
『
第
2
次
富
士
川
町
学

校
規
模
適
正
化
基
本
方
針
』
を

策
定
し
ま
し
た
。

　

令
和
4
年
1
月
に
、
望
月
利

樹
氏
が
新
た
に
町
長
に
就
任
し

『
子
ど
も
や
保
護
者
、
教
育
現

場
の
声
を
聴
き
、
丁
寧
に
論
議

を
積
み
重
ね
た
い
。』と
の
方
針

を
打
ち
出
し
、
中
学
校
統
合
に

つ
い
て
、
町
の
皆
さ
ん
の
意
見

を
伺
い
、
再
度
検
討
す
る
こ
と

と
し
ま
し
た
。

　

令
和
4
年
3
月
か
ら
6
月
に

か
け
、「
中
学
校
の
統
合
」に
関

す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
や
対
話
集
会

で
出
さ
れ
た
意
見
や
要
望
を
基

に
、
同
年
7
月
に
開
催
さ
れ
た

『
総
合
教
育
会
議
』
に
お
い
て

協
議
し
、
ま
ず
は
「
中
学
校
統

合
」
を
進
め
て
い
く
こ
と
を
決

定
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、「
新
た
な
中
学
校
の

あ
り
方
」
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー

ト
や
対
話
集
会
を
実
施
し
、

出
さ
れ
た
意
見
や
要
望
を
基

に
、総
合
教
育
会
議
が
開
か
れ
、

「
増
穂
中
学
校
と
鰍
沢
中
学
校

を
統
合
し
、
両
校
の
歴
史
や
伝

統
を
併
せ
持
つ
、
新
た
な
中
学

校
を
設
置
す
る
」、
そ
し
て「
令

和
7
年
4
月
に
新
た
な
中
学
校

を
開
校
す
る
」と
い
う『
新
た
な

中
学
校
の
方
針
』
が
決
定
し
ま

し
た
。

▲樋口教育長から小池校長へ新しい校旗が授与されました
　（4月7日㈪開校式）
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校
訓

　

共
創

教
育
目
標

　

ふ
る
さ
と
富
士
川
町
に
誇

り
を
持
ち
、
新
た
な
時
代（
未

来
）を
切
り
拓
く
生
徒
の
育
成

校
章

　

人
の
繋
が
り
を
輪
で
表
現

し
、
３
本
ラ
イ
ン
で
富
士
川

の「
川
の
流
れ
」を
表
現
し
て

い
ま
す
。町
の
花「
さ
く
ら
」、

町
の
木「
ゆ
ず
」、町
の
鳥「
ハ

ト
」を
シ
ン
プ
ル
に
デ
ザ
イ
ン

し
、
鳩
の
羽
根
に
は
、「
未
来

へ
の
飛
躍
」
を
、
桜
の
中
に

デ
ザ
イ
ン
し
た
星
に
は
「
未

来
へ
の
希
望
」
を
表
現
し
て

い
ま
す
。
地
域
か
ら
愛
さ
れ

る
学
校
に
な
っ
て
ほ
し
い
と

い
う
願
い

が
込
め

ら
れ
て
い

ま
す
。

新たな歴史が幕を開ける新たな歴史が幕を開ける

　富士川中学校は、これ
から新たな歴史を刻んで
参ります。町として「今
を　未来を　力強く生き
る　ふるさと富士川　人
づくり」の推進に向け、生
徒一人ひとりの豊かな感
性・想像を養い、社会を
生き抜く力の育成に向け、
取り組んでまいります。
　開校までに多大なご支
援とご協力を賜りました
地域の皆様、本校にゆか
りのある多くの皆様に敬
意と感謝を申し上げます。

　富士川中学校1期生で
最高学年となるという、
不安やプレッシャーもあ
りましたが、それ以上に
期 待 や ワ ク ワ ク 感 を 胸
に、開校式を迎えました。
これから迎えるすべての
行事が「1回目」となりま
す。一つ一つの行事を、
生徒全員で協力し合い、
1人では決してできない
ことを、全校みんなで作
り上げ、富士川中学校の
礎 を 築 い て い き た い と
思っています。

　本校は、増穂中学校と
鰍沢中学校の伝統を受け
継ぐ『新たな学校』です。
　今年一年は、両校の伝
統と文化を大切にしなが
ら、富士川中学校として
の新たな伝統を、築いて
いくこととなります。
　生徒たちや教職員、誰
もが明日も来たいと思え
る学校、そして地域から
愛される、魅力あふれる

「富士川中学校」を目指し、
教職員一同全力で取り組
んでいきます。

富士川町
望月利樹 町長

富士川中学校
生徒会長
瀧澤厚也さん

富士川中学校
小池剛 校長

▲入学式の様子 ▲新入生に向けてお祝いの言葉を述べる瀧澤生徒会長
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増
穂
中
学
校

増
穂
中
学
校

閉
校
記
念
式
典　
3
月
23
日（
日
）は
く
ば
く
文
化
ホ
ー
ル

創　
　

立
：
昭
和
46
年
4
月
1
日（
増
穂
南
中
学
校
統
合
後
）

卒
業
者
数
：
9
，
0
4
1
名

54
年
の
歩
み
に
さ
よ
う
な
ら
　
そ
し
て
　
あ
り
が
と
う
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鰍
沢
中
学
校

鰍
沢
中
学
校

創　
　

立
：
昭
和
22
年
4
月
1
日

卒
業
者
数
：
5
，
0
7
2
名

閉
校
記
念
式
典　
3
月
20
日（
木
祝
）鰍
沢
中
学
校
体
育
館

鰍か
じ
た
ま

中
魂
が
育
ん
だ
歴
史
と
文
化
と
と
も
に
78
年

※１ ※２

※３

※１、２
鰍沢中出身2人
を 含 む4ピ ー ス
バ ン ド「STAY 
ON SOLID」に
よるライブが開
催されました

※３　校舎見学の様子
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